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鶏の飼料要求率に対する遺伝的バラメータと選抜効率について
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1 は じ め に

当場では,実用採卵鶏として福島クロスP,同 ブラウン

を作出し,その普及に努めている。これらの鶏の能力をよ

り高めるためには,母系統であるロードアイランドレッド

種 (以下ロード種と略記)そのものの能力を高める必要が

ある。そこで,今試験ではロード種の問題点とされる飼料

要求率の改善を図るために,飼料要求率そのものを選抜形

質とした選抜法と,産卵性及び体重の小躯化を図ることに

より間接的に飼料要求率の改善を図る選抜法との選抜効率

について比較し,併せて飼料要求率に関する遺伝的パラメー

タを推定した。

2 材料及び方法

供試鶏は,昭和57年に全国 6場所より収集したパーメン

表 1 試験区の改良量及び指数式係数

各世代の羽数及び選抜の状況は,雌の数が 1区 250羽前
後.2区30ml後 ,雄は, 1区 60羽 , 2区80羽前後であっ
た。また,各世代の選抜率は,20か ら30%前後となった。
各世代の飼養管理については,毎年 4か ら5月 にふ化し
その後35日齢までは電熱パタリー育雛器,120日 齢までは

群飼ケージで育成後成鶏用単飼ケージに収容した。

産卵数,飼料摂取量の測定は,151日 齢から470日 齢ま
での320日 間実施した。なお,飼料摂取量の測定は, 1区
では,個別給餌器を用いて個体ごとの測定を行い, 2区で
は群ごとに実施した。

なお,ヮ クチン等の衛生管理については,当場の慣行に

従った。

3結 果 及 び 考 察

0)産卵性の推移 :1区では,世代を追うに従い産卵率

ター系ロード種を基礎集団とし,昭和59年から選抜試験
を開始し,略和62年まで 3世代にわたり選抜を実施した。
試験区は, 1区では全期飼料要求率 (151か ら470日齢

までの飼料要求率 :以下FC―
「
と略記)及び270日 齢時

卵重 (以下EW270と 略記)について改良量を標準偏差単
位で各々-1,+1と し選抜指数式を作成し選抜を行った。
一方 2区は,産卵率,卵重の産卵性及び体重の小躯化によ

り間接的に飼料要求率を改善することを日的に設定した。

すなわち,改良量を全期産卵率 (151か ら470日 齢までの

産卵率 :以下EP%― Fと 略記),EW270お よび270日
齢体重 (以下BW270と 略記)の 3形質について各々+1,
+1及び-1に設定した (表 1)。
選抜は,270日 齢までの短期産卵率 (以下EP%― Sと
略記),短期飼料要求率 (以 下FC― Sと 略記),EW
270,BW270よ り選抜を実施した。

は減少し,体重は横ばい,卵重は当初60,であったものが ,
G3世代では676夕 と大幅な改善が認められたものの,結
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果的に飼料要求率の改善は認められなかった。これに対し

て, 2区では,産卵率,卵重の増加量は小さいものの.体
重の減少量は期待値以 卜となり,飼料要求率が,当初234
であったものが,G3世代では220と 改善された (図 1)。
9)実現改良量 :世代当りの実現改良量を見ると, 1区
では,「 C-11の 値が,O o464と 期待とは逆の結果となり

,

EP%― S及 びEP%― Fも各々-059%,-171%と 負
の値となった。これは,飼料要求率と産卵率との遺伝相関
の高さによるものと考えられる。これに対し,EW270は
選抜差も大きいことから282夕 と期待値以上であった。こ

れらの原因としては,各世代における選抜差の大きさがあ

げられる。飼料要求率に対する雌の選抜差は,標準偏差単

位で,Ci→G2:~030,02→ G3:-035と 小さく、
雄では,G2→ Goの選抜差が003と +になったことから

,

十分な選抜差が確保されなかったことに加え,飼料要求率
と遺伝相関が高いとされる産卵率に対する選抜差も十分で

はなかったことが考えられる。もう一つの原因は,遺伝率
の値が,FC― Sで007,FC― Fで 005と 指数式作成時
に設定した値に対し,小さく推定されたことがあげられる

(表 2,表 3)。

試験区 FC― F SM  EP%― S EP%― F  EW 270   BW 270
00464   -233
(-00087) ( 296)

( )期待値

h2D

-171
(098)

282
(1 46)

218
(-04)

005と 小さく,特にh2Dは 0に近い値となっており,飼料

要求率に対する選抜効果が認められなかったことに対応し

ていた。また,産卵率に対する遺伝率 (h2s十の は,EP
%― S1026,EP%― F:023と 小さく,こ れは既知の
値を大きく逸脱するものではなかった。

これに対してEW2η ,BW270の h2s■ Dは ,各々091,
072と 極めて高く,期待改良量以上であった 1区における

卵重の改善及び2区における体重の小躯化に対応するもの

と考えられた。

このように,飼料要求率そのものを選抜形質とした選抜
法と,産卵率卵重の改善,体重の小躯化による間接的な選

抜法について選抜効率について比較検討し,併せて飼料要

求率の遺伝率について検討した結果,現時点では,前者の

方法よりも,これと遺伝相関が高いとされる産卵率,及び

体重の小躯化を図る後者の選抜効率が優れていると考えら

れた。また,個体ごとの飼料摂取量を測定する設備及び労
力等も併せて考慮するならば,直接に飼料摂取量を測定し

選抜を実施するメリットは小さいと考えられた。
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一方 2区では,産卵率の実現改良量は期待値以下であっ
たものの,選抜の効果が認められ,EW270も 0969,B
W270が -365夕 と期待値以上の改良が認められた (表 2)
0)遺伝率 :表 3に 1区のGlか らG3ま での 3世代の
成績をプール (延べ父 :50羽 ,母 1159羽 ,子 :529羽 )
し,分散分析により求めた遺伝率を示した。
FC― F, FC― Sの h2s+Dは , 前述 したように007,

表 2 実現改良量 (1世代当り )

表 3 遺伝率 (分散分析 )
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